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JTB とキッザニアが沖縄でこども向け職業体験プログラムを共同開発  

『Out of KidZania in 沖縄』  
～第一弾は、国内パッケージツアーエース JTB とコラボレーション～ 

 
株式会社ジェイティービー（本社：東京都品川区、代表取締役社長：田川博己）とキッザニア

の企画・運営を行う株式会社キッズシティージャパン（本店：東京都千代田区、代表取締役社

長：住谷栄之資）は、沖縄本島でのこども向け職業体験プログラムを組み込んだパッケージ

ツアー「Out of KidZania in 沖縄」を共同開発し、株式会社ジェイティービーが 10 月 15
日（金）より順次販売を開始します。  
 

今般の企画では、沖縄県内の観光施設やホテルなどの関係諸機関と JTB の連携により沖

縄ならではの地域の素材を発掘し、こどもの職業体験のプログラムの企画・開発において

実績のあるキッザニアがそのノウハウを活かし、実際の職場や施設で体験できるこども向

け職業体験プログラムを監修し、ツアーに組み込みました。  
独自の歴史や自然あふれる沖縄には、この場所でしか体験できない仕事が数多くありま

す。沖縄ならではの「お仕事体験」をよりリアルな世界で楽しんでもらおうと、黒糖作り

や海ぶどう収穫などこどもにも馴染みのある物産に関わる仕事や、紅型や琉球藍染めなど

伝統文化を守る仕事など全 22 種類のプログラムを実施する予定です。  
 
 お仕事体験プログラムは、本ツアーに参加の 3～15 歳の方が対象で、ツアーには 3～11

歳の方に１人につき 4 枚の「キッザニアクーポン」が付いています。（12～15 歳の方は、

該当のキッザニアクーポン分 2,000 円を追加で頂きます。）プログラムに応じて必要なクー

ポン枚数は異なり、お子様の興味に合わせて好きなプログラムを選ぶことができます。 

 
今後も株式会社ジェイティービーと株式会社キッズシティージャパンは、こども向け職

業体験プログラムを基軸にした共同事業開発を継続して行っていきます。  
 
 
 
 

 



                           

 

 Out of KidZania in 沖縄  商品概要  

 
1．商品名 ：エース JTB×KidZania 「Out of KidZania in 沖縄」  

 
2．設定期間 ：2010 年 11 月 1 日～2011 年 3 月 31 日出発  
3．発着地  ：北海道、東北、首都圏、中部、北陸、西日本、中国・四国、九州  
4．旅行代金 ：おとな 1 名様 36,800 円～109,800 円  
        こども 1 名様 36,800 円～  79,300 円（3～11 歳）  
             ・羽田空港発着 往復航空機普通席（基本フライト利用）  

・喜瀬ビーチパレス 3 名 1 室利用 2 泊 3 日間／2 朝食付き  
 ※12～15 歳の方は、おとな代金に加え該当のキッザニアクーポン分 2,000 円が必要です。 
 
【お仕事体験プログラムについて】  
対象年齢：3～15 歳  
プログラム数：全 22 種類  
体験方法：プログラムを体験するには、事前予約の上、「キッザニアクーポン」が必要とな

ります。（クーポンの必要枚数は、プログラムに応じて異なります。）ツアーをお申込み頂

いた 3～11 歳の方 1 人につき 4 枚の「キッザニアクーポン」が付いています。（12～15 歳

の方は該当のキッザニアクーポン分 2,000 円追加要）また、体験したいプログラムの必要

枚数が 4 枚で足りない場合には、1 枚単位での追加購入も可能です。  
 
【主なプログラム】   
○紅型職人   
○黒糖職人  
○ちんすこう職人  
○海ぶどう養殖  
○海人（大型定置網引き上げ）  
○イルカトレーナー  
○畑人（熱帯植物の手入・収穫）など  
 
【Out of KidZania とは】  
『Out of KidZania』は、こども達がキッザニアの中で通常体験している仕事から更に一歩

踏み込んで、実社会の仕事を体験したり、そこで働く人達の仕事への想い・やりがいを掘

り下げたインタビューを行ったりするプログラムです。キッザニアはこのような体験を通

して、こども達が「働くこと」について様々な発見をし、好奇心・探究心を沸き立たせ、

実社会でもキッザニアのコンセプトに基づき「社会を楽しく学ぶ」ことにより、世界がよ

り一層広がることを期待しています。  


